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基礎部分の配筋作業風景暫
従来から伝えられているように、岩
盤を掘削して基礎を築いていること
がよく分かります。基礎の深さは約
6m、直径は約24mであることがボー
リング調査で確認されました。写真
中央には太い木材でタワーが組まれ、
この中に作業用の昇降機などが設置
されたといわれています。タワーの
背後に写っている小屋の中にはコン
クリートミキサーのような機械が据
えられているのが見えます。
※吉田直紀氏（清水建設）から提供された
　写真には表題部に暫印を付けています。

　
一
九
三
五（
昭
和
一
〇
）年
ご
ろ
に
な
る

と
、
遠
距
離
通
信
に
は
「
短
波
」
が
適
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
長
波
通
信
は
次
第

に
補
助
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
針
尾
の
無
線
塔
も
同
様
で
、
戦
争

末
期
に
は
食
料
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
戦
後
、
針
尾
送
信
所
は
海
上
保
安
庁
の

所
管
と
な
り
、
海
上
自
衛
隊
と
共
同
で
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
九
六（
平
成
八
）

年
、
後
継
の
無
線
施
設
が
完
成
し
た
こ
と

に
伴
い
、
本
来
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
針
尾
送
信
所
な
ど
の
長
波
送
信
施
設
は
、

一
九
二
〇
年
前
後
の
短
い
期
間
に
集
中
し

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
撤
去
さ
れ
て
お
り
、
針
尾

送
信
所
は
、
無
線
塔
、
通
信
局
舎
の
両
方
と

も
に
現
存
す
る
国
内
最
後
の
施
設
に
な
っ

て
い
ま
す
。

現
存
す
る
最
後
の
施
設
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一
八
八
六（
明
治
十
九
）年
、勅
令（
天
皇

の
命
令
）に
よ
り
、佐
世
保
に
軍
港
を
設
置

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
人
口
四
千
人
余
り
の
村
だ
っ
た
佐
世
保

は
人
口
が
急
増
。
軍
人
、
役
人
、
商
人
な
ど

が
大
勢
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
八
八
七（
明
治
二
〇
）年
か
ら
一
九
二

三（
大
正
十
二
）年
ま
で
三
十
六
年
間
の
人

口
を
平
均
す
る
と
、
一
年
間
に
約
四
百
七
十

戸
の
家
が
増
え
、
約
三
千
二
百
人
が
移
り
住

ん
で
き
た
こ
と
に
な
り
、
毎
年
村
が
一
つ
ず

つ
増
え
る
よ
う
な
勢
い
だ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
狭
く
て
平
地
が
少
な
い
佐
世
保
の
中
心

部
に
、
家
と
人
が
ひ
し
め
き
、
そ
こ
に
ま
た

次
々
と
人
が
入
っ
て
く
る
。
人
々
は
す
ぐ

に
入
り
き
れ
な
く
な
り
、
外
へ
外
へ
と
居
住

地
を
広
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
人
口
流
入
が
最
も
激
し
か
っ
た
の
は
、
日

清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争（
一
八
九
四
事
一
九

〇
五
年
）の
十
年
余
り
で
、
こ
の
間
に
増
加

し
た
の
は
約
六
万
人
。
一
年
間
に
一
万
二

千
人
が
や
っ
て
来
た
年
も
あ
り
、
す
べ
て
の

面
で
混
雑
と
混
乱
を
極
め
ま
し
た
。

　
激
し
い
人
口
の
増
加
に
必
要
な
物
資
、
商

品
の
供
給
が
追
い
つ
か
ず
、
す
べ
て
が
「
足

り
な
い
、
足
り
な
い
」
の
状
況
で
し
た
。
し

た
が
っ
て
物
価
も
高
く
、
多
く
の
軍
艦
が
入

港
す
る
と
、
価
格
が
一
気
に
何
割
も
上
が
る

「
艦
隊
相
場
」「
水
兵
相
場
」
が
市
民
や
兵
士

た
ち
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
貸
家
、

貸
間
の
数
が
不
足
し
て
家
賃
が
高
く
、
市
外

か
ら
来
る
人
た
ち
の
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
佐
世
保
が
激
動
の
時
代
に
あ
っ
た
こ
ろ
、

日
露
戦
争（
一
九
〇
四
事
〇
五
年
）で
無
線

通
信
の
重
要
性
を
認
識
し
た
旧
日
本
海
軍

は
、
一
九
一
〇（
明
治
四
三
）年
、
日
本
周
辺

の
通
信
網
を
整
備
す
る
た
め
、
千
葉
、
台
湾
、

佐
世
保
の
三
カ
所
へ
の
無
線
局
建
設
を
計

画
し
ま
し
た
。

　
一
九
一
五（
大
正
四
）年
に
「
船
橋
無
線
電

信
所（
千
葉
県
船
橋
市
）」
が
完
成
し
、
次
い

で
一
九
年
に
「
 鳳
  山
 無
線
電
信
所

ほ
う
 ざ
ん

（
台
湾
 高
 
た
か

 雄
 県
）」が
完
成
。
そ
し
て
最
後
に
、
四
年
の

お歳
月
と
百
五
十
五
万
円
（
現
在
の
金
額
で
約

二
百
五
十
億
円
）
と
い
う
莫
大
な
費
用
を
費

や
し
、「
佐
世
保
無
線
電
信
所
」（
針
尾
送
信

所
）が
二
二
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
三
本
あ

る
無
線
塔
は
約
3
0
0
俊
の
間
隔
で
正
三

角
形
に
並
ん
で
お
り
、
そ
の
中
心
部
に
通
信

局
舎
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
天
を
切
り
裂
く
ほ
ど
の
巨
塔
。
針
尾
の

地
に
姿
を
現
し
た
1
3
6
俊
も
の
巨
塔
を

見
た
人
た
ち
は
、
き
っ
と
驚
い
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
大
き
さ
は
遠
く
か
ら
で

も
確
認
で
き
ま
す
が
、
近
く
か
ら
見
上
げ
る

と
、
遠
近
感
が
さ
ら
に
強
調
さ
れ
、
け
た
外

れ
に
大
き
い
こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
巨
大
に
な
っ
た
の
は
、
当
時
、

遠
距
離
無
線
通
信
に
は
「
長
波
」
が
適
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
。
長
波
は

強
力
な
電
波
で
、
長
い
ア
ン
テ
ナ
か
ら
発
信

し
な
け
れ
ば
遠
く
ま
で
届
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
日
本
海
軍
は
こ
れ
ほ
ど
の

施
設
を
建
設
し
た
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
十
三
階
建
て
の
佐
世
保
市
役

所
の
高
さ
は
　
俊
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
ド
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ム
ト
ー
ル
ン
は
1
0
5
俊
。
針
尾
の
無
線
塔

は
今
も
圧
倒
的
な
存
在
感
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
最
新
技
術
を
駆
使
し
て
建
設
さ

れ
た
針
尾
送
信
所
は
、
日
本
海
軍
の
重
要
な

施
設
と
し
て
、
主
に
中
国
大
陸
、
東
南
ア
ジ

ア
、
南
太
平
洋
方
面
に
展
開
す
る
海
軍
部
隊
、

特
に
艦
隊
と
の
通
信
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

針
尾
送
信
所
と
い
う
と
、
太
平
洋
戦
争
の
開

戦
を
告
げ
る
暗
号
「
ニ
イ
タ
カ
ヤ
マ
ノ
ボ
レ

一
二
〇
八
」
を
発
信
し
た
と
い
う
話
が
よ
く

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
説
が
あ
り
ま
す
。
防
衛
省
防
衛
研
究

所
に
よ
る
と
、「
ま
ず
瀬
戸
内
海
に
停
泊
中

の
連
合
艦
隊
旗
艦
・
長
門
が
暗
号
文
を
打
電
。

呉
通
信
隊
を
経
由
し
、
船
橋
送
信
所
が
真
珠

湾
攻
撃
の
部
隊
へ
発
信
し
た
。
同
じ
仕
組

み
で
針
尾
送
信
所
が
中
国
大
陸
や
南
太
平

洋
の
部
隊
へ
発
信
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と

し
て
い
ま
す
が
、
針
尾
か
ら
送
信
し
た
と
い

う
確
か
な
資
料
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

船
橋
、鳳
山
、佐
世
保

足
り
な
い
、
足
り
な
い

長
波
と
巨
大
な
ア
ン
テ
ナ

ニ
イ
タ
カ
ヤ
マ
ノ
ボ
レ
?


